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『文化財通信』表紙の「常磐色」と「若菜色」 

 この『文化財通信』表紙の題字には「常磐色」（濃い緑）を使用しています。『源氏物語』で、光源氏は、六条御息

所を野宮に訪ね、彼女に対する変わらぬ恋心を、永久不変の樹木の緑に例えて、「常磐色」と言っています（賢木巻）。

また、表紙の背景は「若菜色」（淡いうぐいす色）を用いました。同じく『源氏物語』で、光源氏の 40 歳の祝いの席

で、養女の玉鬘が若菜を差し出した（若菜巻）ことにちなんで、このようなうぐいす色を用いました。永遠の「常磐」

と寿ぐ「若菜」に文化財の保護と継承の願いを託したものです。 

〔表紙写真：南禅寺三門（重要文化財）  撮影：阪本 歩〕 


